31：0「39656「ソ6「のセ、ソトアップの方まにつし^て説明します。 


設置と接続(一 44 ページ） . 

システムのセツトアップ（一 62 ぺ 


. 31：0「39656「ソ6「の設置から 背面のコ ネクタへ の 接 

続まで Sto 「 ageSe 「 ve 「の電源を ON にできる状態 
にするまでの手順について説明しています。 

ジ） . 31：0「39636「ソ6「を設をするための初期設定：情報 

デイスクの作成から51〇「39656「ソ6「をお使いにな 
るために必要となる初期設を情報のインポートの 
方法、セットアップの際に自動でインストールさ 
れるソフトウエアについて説明します。 
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設置と接続 

51：0「39656「ソ6「の設置と接続じつし^て説明します。 






0 

A\ 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• 一人で部品の取り付け-取りがしをしない 

• 規格がのラックで使用しない（ラックタイプのみ） 


叫 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 


設置条件 

51：0「39656「ソ6「の設置にふさわしい場所は夕のとおリです。 

• サーバの動作時に室内温度10で〜35で、湿度20%〜80%(ただし結露しないこと）の範囲 
を保てる場所(室内温度15で〜25での範囲を保てる場所での使用をお勃めします。） 

• AC 100 V 、 平行二極アース付きの壁付きコンセント 

• 添付の電源コードが届く範囲にあるコンセント 

• ほこりの少ない、きれいで整頓された部屋 

• 床の上(タワータイプ/ラックタイプとも）、または水平でじょうぶな机や台の上(タワー 
モデルの場合のみ） 

• サーバの前後に 150 mnn じ(上のスペースがとれる場所（タワータイプのみ） 

• スタビライザで固定できる場所（タワータイプのみ） 

• フ□ントべゼルを完全に開けることができるスペースのある場所。（フ□ントべゼルは完 
全に開けると左側面から約 35 mm 飛び化します。）（タワータイプのみ） 
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設置にふさわしくない場所 

次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に 
51：0「39656「ソ6「を設置すると、誤動作の原因となります。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、ぶ蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおくには設置しないでください。（電源ノイズを発生する装置のおくに設置すると 
きは電源配線の分離やノイズフィルタの取りがけなどを保守サービス会社に連絡して 
行ってください。） 

設置手順〜エントリモデル(タワータイプ)の場合(N81 00-725) 〜 


設置場所がミ夫まったら、2人上で StorageServer 
の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと 
静かに置いてください。 

1-0 装置前面のフ□ントべゼルを持って、持ち上 
げないでください。フ□ントべゼルががれて 
落下し、装置を破損してしまいます。 



背面 


フ□ントべゼル 


スタビライザの間を持つ 


設置手順〜ミッドレンジモデルの場合 (NS 8100 -722J01)〜 

設置場所がままったら、次の説明に従って設置します。 

ディスクエンク □ー ジヤユニ、ソトの 搭載については ディスクエンク □ー ジヤユニ、ソトの 「ユー 
ザーズ」を参照してください。 


• ラックへの取り付けは特殊な機器や工具び必要です。設置は保守員に依頼することもで 
をます。 

• ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりずると、ラック内部 
の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、 Express ヴーバの動作保証温度 （1 〇た 
〜3曰 ° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中にラック内部の温度び 
保証節囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ □— について十分な検討と対 
策をしてください。 


セットアップ 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを磕認してください。 




項番 

名称 

数量 

備考 

① 

レールブラケットアセンブリ （ L ) 

1 

インナーレールは装置に取リ付け済み 

② 

レールブラケットアセンブリ （ R ) 

1 

インナーレールは装置に取リ付け済み 

③ 

キー ブラケット 

1 


④ 

アームブラケット 

1 


⑤ 

ラ、ソクブラケット 

1 


⑥ 

スライドプレート 

1 


⑦ 

スライドブラケット 

1 


⑧ 

テンプレート 

1 


⑨ 

ケーブルアーム 

1 


⑩ 

ネジ A 

9 

PL - CPIMSx 4 x 10 x 15 BF 

⑩ 

ネジ B 

14 

C 円 MSx #6-32 UNC 

⑩ 

ネジ C 

10 

CBIMSx 5 x 10 x 3 GF 

⑩ 

ヮ、ソシャ 

10 

M 5-14 
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取り付け手順 

次の手順で装置をラックへ取り付けます。 


1 . 添付のテンプレートを使ってレールを取 
り付ける位置をまめる。 

ラックの重んをなるベく下(こするためじ 
も装置は下側に取り付けることをお勧め 
します。 

2 . 左ちのレールブラケットアセンブリの「長 
さ調節ネジ」を外れない程度(こゆるめる。 

ネジは1つのレールブラケットアセンブ 
リに4本ついています。 


3. テンプレートでミまめた位置にネジ穴が合 
うようレールブラケットアセンブリのツ 
メをラックの四角穴(こ合わせる。 

• レールブラケットアセンブリの取 
り付け位置(ち/左）と向き(前後)が 
合っていることを確認してくださ 
し、ラック前面(こ向かってち側(こ 
「 R 」 と刻印されたレールブラケッ 
トアセンブリを取り付けます。 
ラック前面に向かって左側に「!-」と 
刻目 P されたレールブラケットアセ 
ンプリを取り付けます。 

また、ネジ穴が3つある方をラック 
の前方に、ネジ穴が4つある方が 
ラックの後方になります。 

• レールが水平(こ位置ずめされてい 
ることを確認してください。 



I 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 


セットアップ 


□ □□□□曰回回回巧 □ □ □□ □ 
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4. レールブラケットアセンブリをネジ C (8 
本）とワッシャ （8 個）で固定する。 

ネジは1つのレールブラケットアセンブ 
リに4本ついています。 

I チェック I 

レールブラケットアセンブリ1個(こつ 
き、前方/後方それぞれ2力所をネジ止 
めします。 


ネジじと 
ワッシヤで固定 


ネジ止めしなぃ- 


5. 手順2でゆるめたネジを固定する。 


ネジはしつかりと確実に締めてくださ 
い。ゆるんだ状態のままだと、 
StorageServer びぐ5ついたり、落 
下したりずることびあります。 


ネジじと 
ワッシヤで固定 


目. もう一方のレールブラケットアセンブリ 
を手順2〜5と同じ手順でラック(こ取りが 
ける。 


mm 


取り付けたレールブラケットアセンブ 
リが平巧な位置にあることを確認して 
ください。 



A ミ主意 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ似降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 


7. 複数さ)で StorageServer の底面をしっか 
りと持って持ち上げる。 


8 . 左ちのレールブラケットアセンブリに 
StorageServer 両側のインナーレールを 
差し込む。 

9. ゆっくりと静か(こラックへ押し} A む。 
途中で□ックされます。 



□ □□□□曰 


间图^己 □ □ 
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10. StorageServer 両側にあるインナーレー 
ルのレリーズラ、ソチを押して、□ックを 
解除してか6ラックへ押し} A む。 

初めての取り付けではを機構部品がなじ 
んでいないため押し} A むときに強い摩擦 
を感じることがあります。強<押し} A ん 
でください。 



ケーブルアームを取りがける。 

ケーブルアームの取り付けはラックの奥 
行き(こよって使用する部品と取り付け手 
順が異なります。ラックの奥行きを測定 
してか6それぞれの説明を参照して < だ 
さし、 



ラックの奥行きび700〜 729 mm の場合 


アームブラケットを StorageServer 背面 
(こネジ目 (4 本)で固定する。 



セットアップ 


49 

























2 . ラックの四角穴にラックに添付のコアナットを2個取り付ける。 

コアナットの取り付け位置は添付のテンプレートを使用して確認します。 

3. ラックブラケットをコアナットを取り付けた位置に合わせてネジ C に本）とワッシャに個)で固定 
する。 

4. ケーブルアームのラック側固定部をラックブラケット(こネジ目に本)で固定する。 

5. ケーブルアームのサーバ側固定部をアームブラケットにネジ目に本）で固定する。 



ラックの奥行きび73日〜 769 mm の場合 

1. キーブラケツトを StorageServer 背面に 
ネジ目 (4 本)で固定する。 
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2 . ケーブルアームのサーバ側固定部をキーブラケットにネジ C に本)で固定する。 

3. スライドブラケットをラック(こネジ C に本）とワッシャに個）で固定する。 

スライドブラケットの取り付け位置は添付のテンプレートを使用して確認します。 

4. スライドプレートとスライドブラケットをネジ A に本）で固定する。 

スライドプレートの位置は本体をラックか6引き化し、□ックされるまで引き化し、ケーブル 
アームを延ばした状態でまめてください。ケーブルアームとスライドプレートを仮止めしておく 
とスライドプレートの位置をまめやすくなります。 

己.ケーブルアームのラック側固定部をスライドプレートにネジ B に本）で固定する。 


m 上の取り付け作業び完了した!5、一度本体をラックか5ゆっくり引き出し、□ックさ 
れることを確認してください。また、本体をそれ m 上引を出せない状態になっているこ 
と、およびラックへ押し戻ずことびできることも確認してください。 

□ックできない場合(本体を□ックされるまで引き出ずことはできないび、押し戻ずこ 
とはできる状態)は、スライドプレートの取り付け位置び正しくありません(本体び□ッ 
クされる場所よりケーブルアームび先に延びきっています)。スライドプレートの取り 
付け位置を調整し直してください。 


スライドブラケツ I 



ラックの奥行きび770〜900 mm の場合 


キーブラケットを StorageServer 背面に 
ネジ目 (4 本)で固定する。 



セットアップ 
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2. ケーブルアームのサーバ側固定部をキーブラケットじネジ C に本)で固定する。 


3. スライドブラケットをラック(こネジ C に本）とワッシャに個）で固定する。 

スライドブラケットの取り付け位置は添付のテンプレートを使用して確認します。 

4. ケーブルアームのラック側固定部をスライドプレート(こネジ目に本）で固定する。 

己. スライドプレートとスライドブラケットをネジ A に本）で固定する。 

スライドプレートの位置は本体をラックか6引き化し、□ックされるまで引き化し、ケーブル 
アームを延ばした状態でミ夫めてください。 

M-O • 上の取り付け作業び完了した!5、一度本体をラックか5ゆっくり引き出し、□ックさ 
屋^ れることを確認してください。また、本体をそれ m 上引を出せないが態になっているこ 

と、およびラックへ押し戻すことびできることも確認してください。 

• □ックできない場台(本体を□ックされるまで引き出すことはできないび、巧し戻ずこ 
とはでをる状態)は、スライドプレートの取り付け位置び正しくありません(本体び□ッ 
クされる場所よりケーブルアームが先に延びをっています)。スライドプレートの取り 
付け位置を調整し直してください。 


スライドブラケット 
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セツトスクリユー 





















































取り外し手順 

ラックからの取り化し作業は必ず複数をで行って<ださい。手順は取り付け手順の逆を行っ 
てください。 



A ミ主意 


A 0 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引を出さない 



設置手順〜エントリモデル(ラックタイプ)の場合( N 8100 -726) 〜 

設置場所がままったら、次の説明に従って設置します。 


M-O • ラックへの取り付けは特殊な機器や工具び必要です。設置は保守員に依頼することもで 
E 重3 さます。 

• ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、ラック内部 
の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、 Express サーバの動作保証温度 （1 〇で 
〜3己で)を超え、誤動作をしてしまうおそれびありまず。運用中にラック内部の温度が 
保証節囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ □— について十分な検討と巧 
策をしてください。 


セットアップ 
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取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを確認してください。 



項番 

名称 

数量 

備考 

① 

ガイドレール ( U ) アセンブリ 

2 

インナーレールは装置に取リ付け済み 

② 

ラックブラケット 

2 

N 8540 -28/29/38 専用 

③ 

レールブラケット 

2 

N 8540 -28/29/38 専用 

④ 

アームアセンブリ （ SA ) 

1 


⑤ 

アームブラケット 

1 


⑥ 

ケーブルタイ 

20 

長さ： 25 cnn 

⑦ 

ネジ A 

8 

ミリネジ 

⑧ 

ネジ目 

4 

インチねじ 

⑨ 

ネジ C 

20 

ワッシャ付き 

N 8540 -28/29/38 専用 

⑩ 

ヮ、ソシャ 

8 

® 用のワッシャ 


必要な工具 

ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライバのみです。 
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取り付け手順〜 NEC 製ラック/他社製ラック〜 

本装置は NEC 製および他社製のラックへ取りがけることができます。次の手順で装置をラ、ソ 
クへ取りがけます。 


NEC のラック（ N 8已 40-28/29/38) への取り付けについては、この後の「取り付け手順 
〜 N 8己 40-28/29/38 用〜」をご覧くださし、。モデルの識別はラックに貼り付け5れてし、 
る装置銘板で確認できまず。 


1. ガイドレール （ U ) アセンブリのスライド 
ブラケットを固定しているネジ8本をゆ 
るめる。 

ラックの奥行き（前後の支柱間）じガイド 
レール （ U ) アセンブリの長さを合わせる 
ためです。ネジをゆるめるとスライドブ 
ラケットが前後にスライドします。 



2. ガイドレール （ U ) アセンブリをラックの 
フレーム(こ位置ミよめする。 


• ガイドレール （ U ) アセンブリの取り 
がけ方向を確認してください。 

• ラック前後の支柱にはネジ止め用 
の角穴があります。上下の角穴の 
間隔が狭い部分がガイドレール ( U ) 
アセンブリの中ん(こ位置するよう 
に位置巧めしてください。 NEC 製 
のラックでは、 1 U 単位に丸い刻印 
があります。刻巧がガイドレール 
( U ) アセンブリの中んじ位置するよ 
うじ位置ずめしてください。 



ラックの奥行き分の長さが足6ない時 
は、先端じあるネジ2本を外してスライ 
ドブラケットを延ばしてください。 



セットアップ 


己己 















3. ガイドレール （ U ) アセンブリをネジ A (2 
本、前後で4本）とワッシヤ2個(前後で4 
個）で固定する。 


I チェック I 

• ガイドレール ( U ) アセンブリの先端 
にあるフレーム先端がラックの角 
穴のフレーム(こ突き当たっている 
状態で、レールのネジ穴 (4 個）が角 
穴か6確実に見えていることを確 
認してください。 

• レールが水平(こ位置ミまめされてい 
ることを確認してください。 


4. 手順1でゆるめたネジを締めてスライド 
ブラケットを固定する。 



5. もう一方のガイドレール （ U ) アセンブリを手順1〜4と同様の手順でラックに取り付ける。 


I チェック] 


すでに取り付けているガイドレール （ U ) アセンブリと同じ高さに取り付けていることを確認 
してください。 


6. ネジ目に本)でアームブラケットを装置背 
面(こ取り付ける。 



7. ラック背面か6見て左側のガイドレール 
( U ) アセンブリじあるレールをラック前 
面(こ少しスライドさせる。 

8. アームアセンブリ （ SA ) の端をガイドレー 
( U ) アセンブリに固定する。 



ち図のようにアームアセンブリ （ SA ) の 
継ざ 目の部分とガイドレール ( U ) アセ 
ンブリの先端を突さ当てて、アームア 
センブリ （ SA ) の取り付けに必要なネジ 
をガイドレール （ U ) アセンブリか 5 
いったん取りがし、アームアセンブリ 
( SA ) と共締めし直しまず。 



〇 

~~ 叫 

J 

吕 

固 

图 


-曰 

a 

PH 
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9 . 2 人] U 上で Express サーバをしつかりと持ってラ、ソクへ取り付ける。 



A ミ主意 



装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 


Express サーバ 側面のインナーレールを 
ラック(こ取り付けたレールに確実に差し 
}^んでか6ゆつ< りと静か(こ押し} A みま 
す。インナーレールの差し A み□でプラ 
スチックガイドとベアリングレールに差 
しジ^むようにすると取り付けやすくなり 
ます。 

途中で Ex press サーバが□ックされた 
6、側面じあるレリーズレバー(左ちにあ 
ります）を押しなが6ゆつくりと押し} A み 
ます。 


ベアリング 


プラスチック 





途中で□ックされた場合は、レール中 
央部分にある□ックレバーの状態を確 
認してください。□ックされている場 
合は、レバーを水平(こして □、ソ クを解 
除してか6差し} A んでください。 


初めての取り付けではを機構部品がなじ 
んでいないため押し} A むときに強い摩擦 
を感じることがあります。強<押し} A ん 
でください。 

10. アームアセンブリ （ SA ) のもう一方の端を 
アームブラケットにネジ目に本)で固定す 
る。 

アームブラケットの6個のネジ穴のうち 
中央の2個のネジ穴に固定します。 




セットアップ 
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11. Express サーバを何度かラックか 6 引き化したり、押し} A んだりしてスライドの動作に問題がな 
いことを確認する。 

12 . 前面の両側じあるセットスクリューで Express サーバをラック(こ固定する。 

13. フ□ントべゼルを取り付ける （32 ページ参照）。 


取0付け手順〜 N 8曰 40-28/29/38 用〜 

N8540-28/29/38 をラックへ取りがけるときは、次の手順に従ってください。 


1. ガイドレール （ U ) アセンブリか6ブラケットを取りかす。 
レールをスライドさせてネジ (3 本）を取り外してください。 


ガイドレール （U) 



2. ガイド レール （ U ) アセンブリを レール ブ 
ラケット(こ取り付ける。 

ネジ穴 （3 力所）を合わせてか6レールブ 
ラケットの上(こガイドレール （ U ) アセン 
プリを置きます。手順1と同様の方まで 
レールをスライドさせてネジ(手順1で取 
りかした3本)で固定します。 

3. ラックブラケットを固定する。 

ラックブラケットの下側を固定するネジ 
C を仮止めし（前後とも）、ラックブラ 
ケットをネジの上(こ載せてか6固定しま 
す。 

I チェック I 

• ラックブラケットは上側のネジ穴 
と下側の切り欠き穴で固定されま 
す。それぞれの穴とラックのネジ 
穴が合っていることを確認してく 
ださい。 

• レールが水平(こ位置ミまめされてい 
ることを確認してください。 


ガイドレール （U) 
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4. ラックブラケットにガイドレール （ U ) ア 
センプリをネジ C (6 本）で固定する。 

己.もう一方のラックブラケット(こガイド 
レール （ U ) アセンブリを手順1〜4と同様 
の手順でラック(こ取り付ける。 




すでに取り付けているガイドレール 
( U ) アセンブリと同じ高さに取り付け 
ていることを確認してください。 



アセンブリ 


目.「取り付け手順〜 NEC 製ラック/他社製ラック〜」の手順6〜13を巧う。 


ただし、手順8のアームアセンブリ 
( SA ) の取り付けでは、ち図のように 
アームアセンブリ （ SA ) の継ざ目の部分 
とガイドレール ( U ) アセンブリの先端 
を突を当てて、アームアセンブリ （ SA ) 
の取り付けに必要なネジをガイドレー 
ル ( U ) アセンブリか5いったん取りが 
し、アームアセンブリ （ SA ) と共締めし 
直します。 



上で完了です。 


取り外し手順 

ラックからの取り化し作業は必ず複数をで行ってください。 



A ミち意 


A 0 

装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• —人で持ち上ばない 

♦ 指を挟まない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 



セットアップ 
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セキュリテイ□ツク 


3. ケーブルアームを固定しているネジ2本 
をかし、ケーブルアームを Express サー 
バか6取り外す。 



6. 左ちのレリーズレバーを押して ラ、 ソチを 
解除しなが6ゆつくりとラックか6引き 
化す。 


IBM 


複数名で装置の底面を支えなび5ゆつ 
<りと引さ出して<ださい。 

ラックの機構部品も取りかす場合は、「取 
りがけ手順」を参照して取りかして < ださ 
い。 




1. セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取り外す。 

2. Express サーバの電源が OFF (こなってい 
ることを確認してか6、 Express サーバ 
に接続している電源コードやインタ 
フェースケーブルをすべて取り外す。 
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31：0「39656「ソ6「の背面にケーブルを接続します。 





0A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 



プ 


A ミち意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 




• 指定 ly がのコンセントに差し込まない 
• たこ足配線にしない 
• 中途半端に差し込まない 
• 指定 m がの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフIースケーブルの取り付けや取り外しをしない 
• 指定 m がのインタフIースケーブルを使用しない 


接続するケーブルは、ネットワークケーブルと SCSI ケーブル、 UPS との接続ケーブル、添 
付の電源コードです。それ W かのコネクタには接続する必要はありません。 

まずはじめにネットワークケーブルを背面の LAN ポート0に接続します。複数のネットワー 
クケーブルを接続する場合は、 LAN ポート番号のルさい順に接続してください。コネクタの 
位置やボード番号については「を部のを称と機能 （10 ページ)」を参照してください。 

n-O • Stora 呂 eServer、 および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• 無停電電源装置 (UPS) のシリアルインタフェースはシリアルポート1 (COM 1 ) コネク 
夕に接続してください。初期が態では、シリアルポート 2(C0M2) コネクタは管理 PC 
(保守管理コンソール)との通信をずるためのインタフェースに設定されています。シリ 
アルポート2コネクタに UPS を接続すると誤動作の原因となります。 

• C0M3iy 上を使用する場合は、を回線ボードび別途必要です。 

• N 8100 -72 己をお使いの場合は、電源コードをケーブルタイで固定してください。 
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システムのセットアップ 


StorageServer システムのセツトアツプは専用の初期設をツールを使います。初期設定ツールは 
「 Express 5800 / Sto 「 ageSe 「 veiMS 3- 管理ツール CD - ROM 」 に格納されています。 Windows マシンにイ 
ンストールしてから使用してください。 


初期設定ツールのインストール 


Windows マシンに初期設定ツールをインストールします。添付の 「 Express 5800/ 
StorageServer 保守-管理、ソール CD - ROM 」 を用意してください。 

1 .Windows 95/98/ Me / 2000、または Windows NT 4.0 が動作するマシンの CD - ROM ドライブに 
Express 日800 / StorageServer 保守-管理、ソール CD - ROM をセツトする。 

Autorun 機能により Install Menu が自動的に表示されます。表示されない場合は、 CD - ROM ドラ 
イブ内の r ¥ IMENU ¥1 ST . EXE 」 を実行してください。 


2 . [初期設定ツール]をクリックする。 

]：> (降は画面に表示されるメッセージに 
従って作業して<ださい。作業を完了す 
ると初期設定ツールがインストールされ 
ます。 



セットアップの準備 


51：0「39656「ソ6「を設をするにあたつて51〇「39656「ソ6「の1_八1\1ポートコネクタ0に割り当てる 
次の情報と、 1.44 M 巨フォーマツト済みの 3.5 インチフ□、ソピーディスクを準備してくださ 
い。10ページの r 各部のを称と機自 g 」 を参照して、 LAN ポートコネクタの位置を磕認してく 
ださい。 


• コンピュータさ） 

• 管理者パスワード 

• ワークグループを（ワークグループに 属する場合) 
• ドメインを（ドメインに属する場合） 

• ドメイン管理者アカウントとパスワード（ドメイン 
じ属する場合） 

• IP アドレスとマスク値 

• デフォルトゲートウェイ 

• DNS サーバの IP アドレス 
• プ□ダクト丰一 



プロダクトキーは StorageServer 本体に貝よ 
られているラベルに記載されています。 
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設定デイスクの作ぶ 


Windows 95/98/Me/ 2000、または Windows NT 4.0が動作するマシンで、準備したフ 
□、ソピーディスクに31：0「39656「ソ6「の設を情報を記録します。 

1. スタートメニューか6に torageServer ] 一[初期設定ツール]の順で選択して初期設定ツールを起 
動する。 

2 . 準備したフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトする。 


3. 準備した情報をそれぞれ該当する欄に人 


力する。 


w-Oi 

DHCI 


P サーバが存在しない環境で 
Stora 呂 eServer をドメインに参加さ 
せる場台は、この後の r ドメインへの参 
加」を参照してください。 


■ -inixj 


菅巧#バスワード(直） 


コンビュ-さをに) r 

タイムゾーン© |(GMT+09：00) ま京.ス阪.化巧~3昔巧を J {スワード柏誌を ） f 
，ワークヴルーブまたはドソイン - 

ロ ワークヴルーブに按病する地） 

ワークグルーブ構 
〜ド：>^ィソこ巧続する也） 


|V^RKGR0UP 


Windows サー J V-わインを(凶)「「’;リ 
ユーザを(ぶ I~ 

バスワードが I — ~ 

バスワード鹿忍够 I~ 


夕 IP アドレスを自巧的に恥导仙 
广肌の IP アドレスをほ用するの 
IP アドレスの r 

サブネットマスク (U) 「 

デフォルトヴートウエイ(を r 



DNS サ-バ-の「 
ブロダクトキー昭I 


_イ呆巧慰」 _が7を）」 


4. [保を]ボタンを クリ、ソク して フ□、ソピー 
ディスクに保存する。 


I チェッ匀 


このときのフアイルさ)は r sysprep.infj 
としてください。 


管理者パスワードを設定すると、管理 
者パスワードはフ□ッピーディスクに 
プレーンテキストにて保存されます。 
このため、設定ディスクの内容を 
Stora 呂 eServer にインポートした 
後、直ちにこの管理者パスワードを変 
要ずることをお勧めします。管理者パ 
スワードの変更は WebUI を使用しま 
す。また、設定ディスクの内容を 
Stora 呂 eServerl こ インポートする I こ 
は、次の r 設定のインポートとチエツ 
ク」を参照してください。 



己.[終了]ボタンをクリックして、初期設定 
ツールを 終了する。 

上で初期設定が登録された 
StorageServer の設定デイスクが作成さ 
れました。 


セットアップ 
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設定のインポートとチ 



51：0「39656「ソ6「の設をディスクの内容を51：0「39656「ソ6「にインポートします。 

1.StorageServer の LAN ボードコネクタ0に LAN ケーブルを接続して、ネットワーク環境として使 
用する HU 目(こ接続する。 

10ページの r 各部のを称と機能」を参照して、 LAN ポートコネクタの位置を確認してください。 
また、初期設定ツールで指定した IP アドレスはここに割り当てます。 

2. 設定ディスクを StorageServer のフ□、ソピーディスクドライブにセットする。 

3. StorageServer の電源を ON にする。 

StorageServer が起動を開始します。 StorageServer の起動後、設定ディスクか6環境データが 
インポートされます(約10分)。 

StorageServer の初回起動は、起動時のビープ音で確認します。ビープ音のパターン（ビープ音を 
2回長く4回短く）を4回繰り返した6、 StorageServer は正常に起動したことになります。 

4. 40ぺージの 「StorageServer への接続」を参照して StorageServer (こアクセスできることを確認す 
る。 


W 上で完了です。 

ただし、31：0「39656「ソ6「の詳細な設をや31：0「39656「ソ6「にインストールされている管理アプ 
リケーシヨンの固有のセットアップが必要です。3〜4章を参照してセットアップをしてくだ 
ぎい。 

31：0「39656「ソ6「にインス I '''ール済みのアプリケーシヨンは夕のとおりです。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• Global Array Manager Server 
• 自動 クリーンアップツール 

• Array Recovery Tool 

• エクスプレス通報サービス 


すべてのセットアップが完了したら、3化「39656「ソ6「のシステム情報のバ、ソクア、ソプをとリ 
ます。バックアップは保守-管理ツールにある r オフライン保守ユーティリティ」を使用しま 
す。オフライン保守ユーティリティの起動方まやシステム情報のバックアップの手順につい 
ては、4章を参照してください。 



Stora 呂 eServer の再セットアツプをずる場をは2目7ぺージを参照してください。 
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ドメインへの参加 


DHCP サーバが存在しない環境で 3记「39656「ソ6「を ドメインに参力□させる場合は、 U 下の手 
順に従ってください。 


「設定ディスクの作成」に従って設定ディ 
スクを作成する際に、必ず[ワークグルー 
プ(こ接続する]に設定する。 




ワークグループ名には既存のドメイン 
名は使用しないでください。 



2. 手順1で作成した設定ディスクを使って StorageServer を起動する。 


3. StorageServer が起動した6、 WebUI の「ネットワークの設定」一「識別」の画面を開く。 


4. 「ドメイン」を選択し、ドメインコント 
□ー ラ (こ登録されている「ドメインを」、 
「ユーザさ)」および r パスワード」を設定 
し、 [0K] ボタンをクリックする。 

入力したドメインを、ユーザをが確認さ 
れる（環境により10数分かかります）と再 
起動の画面が表示されます。 


W-OI® 

ドメインコン t 


卜□—ラび Windows NT 
4.0のときには、「ューザ名」には(2、ず 
「ドメイン名¥」を先頭につけて「ドメイ 
ン名¥ユーザ名」と入力してください。 


f ドバン： 


- rr^ i 


I DO MAIN 



ユーザー: [domains USER 


パスワード： 




セットアップ 
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己. [OK] ボタンをクリックして再起動する。 

再起動が完了すると、ドメインへの参加 
が完了します。 



ザ 当 


く手順日に示す画面び表示されません> 


再起動の画面が表示されない場合は、次の手順を行って<ださい。 

ブうザの恃斯1ボ々ンホ々 IJ ぃノ々寸る 11111111 .. . II 1 

などして、 WebUI の画面が表示された 

■■ Inec 

| l^.i : - 一ご ■一 - ミ g J (ンテナンス i — 1 

化0【なの'シャットダウン 1 

ら、[メンテナンス]一[シャットダウン] 

を選択し、[再起動]を選択し、 
31：0「39656「ソ6「を再起動させる。 

巧巧规巧して化み、。 

尸 シャットダウン1 巧べてのたッシヨンを巧了し サ ーバー巧ライアンスをシャッ 

广 トダウンしまんそがを、安を にを® ぞ切ることびできます • 

CI 再 Stt はすべてのたッシヨンを巧 7 し、，ーパー巧ライアンスのシャットダウン 

巧 と再起抗ぞします。 



くいえ、上の画面び表示されません> 


次の手順を行ってください。 


一度ブラウザを終了し、 WebUI を再起動してください。それでもアクセスできない場合に 
は、3记「39656「ソ6「のド0\^[民スイ、ソチを押して終了後、あらためて電源を ON にしてくだ 
さい。詳継ま1章のに torageServer について」の「強制電源 OFF 」 や「電源の ON 」 を参照く 
ださい。 
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BIOS 設定のを意点 


通常、巨 IOS の設定を変更する必要はありませんが、 PCI カードを増設した場合に BIOS の設 
走:の変更が必要じなることがあります。じ(下の点をる在認して<ださい。 

• コンソールリダイレクションの設を 

• BIOS のデバイスのブート順の設を 

• Installed 0/ S の設を 

コンソールリダイレクションの設定については、 「 Express 5800/51:〇「39656「ソ6「保守-管 
理ツール CD - ROM 」 を起動し、終了するだけで最適な設定:じなります。 Express 5800/ 
StorageServer 保守-管理ツール CD - ROM の起動方まは、4章の！"51:〇「39656「ソ6「アプリ 
ケーション」の r 保守-管理ツール」を参照してください。 

巨 I 0 S の設定は、 MWA をインス I -ールしたリモートコンソール上から次の手順で磕認-修正 
ができます。 

設定:状態は、 「 Express 5800 / StorageServer 保ず.管理ツール CD - ROM 」 から起動し、「オフ 
[pn ライン保ずューティリティ」の 「 BIOS セットアップ情報の表示」で確認することもできます。 

1 . リモートコンソールのディスプレイ画面(こ 「Press < F 2> to enter SETUP 」 と表示されている間 
(こ < F 2> キーを 押す。 

BIOS の SETUP ユーティリティを起動します。 

2 . 「 Advanced 」 メニューを選択する。 

3. rinstalled 〇 / S 」 が 「PnP 〇 / S 」 (こなっていることを確認する。 

他の設定になっている場合は 、 rinstalled 〇 / S 」 で < Enter > キーを押して 「PnP 〇 / S 」 を選択してく 
ださい。 

4. 「目〇〇りメニューを選択する。 

己. lU 下の順にデバイスが設定されていることを確認する。 

1. [ATARI CD-ROM Drive ] 

2. [Hard Drive ] 

3. [Disskette Drive ] 

上記の順でなかった場合は設定を変更して < ださい。 

6 . 内容を保存して SETUP ユーティリティを終了する。 

W 上で完了です。 


セットアップ 
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アの追加 


51：0「39656「ソ6「にはいくつかのオプションソフトウエアがあります。オプションソフトウエ 
アは工場化荷時にはインストールされていません。使用前にインス I -ールする必要がありま 
す。をソフトウェアをインストールするには、まずは下の手順で51〇「39656「ソ6「にァクセ 
スします。 


オプションソフトウェア 

バックアップ関連 

VERITAS Net 目 ackup 

VERITAS Backup Exec 

アンチウイルス関連 

Trend Micro ServerProtect 

Computer Associates InoculatelT 


1 . [ホーム]ページか6、[メンテナンス]を選択する。 

2 . [夕ーミナルサービス Advanced Client] を選択する。 

3 . オプションソフトウエアの CD-ROM を StorageServer の CD-ROM ドライブ(こセットする。 

4 . ターミナルサービス内でエクスプ□ーラを起動し、 CD-ROM 内のセットアップ用のプ□グラムを 
実行する。 

《セツトアッププ□グラム （ rx 」 は CD - ROM ドライブのドライブレター） 


Net 日 ackup. 父: _AutoRun_AutoRunl.exe 

Backup ヒ xec.X:_ 目 「owser—setup.exe 

ServerProtect.X:_PROGRAM_setup.exe 

InoculatelT.X:_lntelNT_lnocuLAN_Server_setup.exe 


•L 回 

各ソフトウェアの詳細は、各ソフトウェアの説明書、オンラインヘルプなどを参照してくださ 

い。 
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